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2   令和４年 9 月定例会

令和３年度　一般会計歳出予算　２７４億円　を認定

▶ 第３回定例会

　令和４年第 3 回定例会は、 8 月３１日から 9 月２２日までの 23 日間の会期で開かれ、 令和３年度決算議案を含む 31

件の議案等を審議しました。 健全化判断比率等の説明を受け、 市財政の健全度を確認するとともに、 決算議案は特別委

員会での審査のあと、 本会議で採決を行いました。 　( →議決結果は 6、 7 ページ）

会　計　別 歳入(万円） 歳出(万円）
歳出の前年
度比 (%)

一  般  会  計 286 億 4,008 274 億 2,238 16.3 ↓

特

別

会

計

国民健康保険 50 億 4,601 49 億 4,833 0.3 ↓

後期高齢者

医療保険
6 億 1,028 6 億 548 1.3 ↑

農業集落排水 3 億 3,753 3 億 2,697 12.4 ↑

戸別浄化槽 3,856 3,512 1.2 ↓

霊　　園 1,258 1,100 26.1 ↓

介護保険
（事業） 42 億 765 40 億 2,620 5.0 ↑

（サービス） 961 756 21.8 ↑

合　  計 389 億 235 373 億 8,308 12.2 ↓

企
業
会
計

水 道
収益的収支 8 億 5,954 8 億 683 2.4 ↑

資本的収支 5 億 3,691 8 億 4,602 21.3 ↓

下水道
収益的収支 12 億 7,444 11 億 2,250 1.4 ↑

資本的収支 6 億 4,669 10 億 7,327 4.5 ↓

一般会計　歳出　(目的別)

市議会市議会

    

市議会に

「予算議案」

を提出

３月定例会

  市議会に

  「決算議案」 を提出

９月定例会

事業の実施

４月～翌年３月

 
予算案の作成

10 月～翌年２月

Check ！Check ！Check ！Check ！

次年度の

予算へ生かす

予算から決算へ 　そして次の予算へ

決算審査は次の予算編成につなげるための大事な審査で、 未来に向けたサイクルの一環といえます。

令和３年度 会計別の決算額
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【令和 3 年度　比率の数値】

　国が定める基準を大きく下回っていて良

好な結果といえます。

【令和 3 年度　比率の数値】

　借入金を無理なく返済しながら、 同時に

事業を実施しています。

将来負担比率　42.3% 

将来負担していく借金は

実質公債費比率　6.7 %

今返済している借金は

　１年間に自由に使える収入のうち、 どれくらい借

金の返済に充てたのかを見る比率です。 この数値が

高いと国や県等に頼らず、 市独自で事業等を実施す

るための自由な財源が少ないことを意味します。

　１年間に自由に使える収入に対して、 市の負担と

なる借金などが、 その何倍に及んでいるのかを見る

比率です。 家計に例えると、 住宅ローンの残高が年

収の何倍になるかを表しています。

市財政の健全化判断比率状況

年度別 比率
早　期
健全化
基　準

R ３ 42.3%

350%R 2 60.5%

Ｒ １ 64.5%

年度別 比率
早　期
健全化
基　準

R ３ 6.7%

25%R 2 7.3%

Ｒ １ 7.6%

早期健全化基準・財政再生基準のイメージ図

早期健全化段階

早期健全化段階

３5.0％

財政再生基準

将来負担比率

実質公債費比率

25.0％

早期健全化基準

３５0％100％ 200％ ３00％

5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％

6．7％

４2．3％

★

★ 財政再生段階
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　特別委員会 Q & A

効果と成果は。

集客の無い時間帯の変更を精査して

いるか伺う。

結婚子育て応援事業の事業内容について

伺う。 オンライン婚活事業での成果は。

　9 月定例会では、 市長から提出された令和 3 年度決算議

案の審査を行うため、 9 月 12 ・ 13 日決算特別委員会を開

催しました。議長と監査委員を除く 18 名の委員で構成され、

質疑通告制により慎重に審査を行いました。 委員からどのよ

うな質疑や要望があったのか、 その一部についてお知らせし

ます。

　令和 3 年 9 月より、 コミュニティバスを

本格運行に移行し、 運行ルートや運行時刻

を見直した。 委託料の成果品としては、 バ

ス車両 3 台のラッピング及びバス停 217

箇所のデザイン変更を行った。 日中便の利

用者が少ない時間帯については、 利用状況

を分析し、 「市地域公共交通会議」 に諮りな

がら、 効率の良い運行形態を模索していく。

　市内中学校の 2 年生及び義務教育学校 8 年生

を対象にし、ライフデザインセミナーを開催しました。

これからの結婚 ・ 出産、 子育て等の将来のライフプ

ランを考える必要性を自分自身の問題として気付い

てもらうとともに、 自身のライフプランに応じた就

学や就職先を選択する必要性を理解し、 将来設計

を考える機会をセミナーとして提供しました。

参加者 ： 約 400 人

　オンライン婚活事業

　コロナ禍のため、対面での相談事業が難しくなっ

ている中、 石岡市とともに進めている 「石岡地方

結婚相談所運営協議会」 では令和 2 年度からオ

ンライン婚活を実施しており、 令和 2 年度の参加

者 1 組が昨年度ご成婚しました。 また令和 3 年

度は 2 組が誕生しており、 今後もご成婚が期待

されます。

回答

回答

議員

議員

市内循環バスラッピング等委託料

　市役所をはじめとする市の主要施設や、JR 羽鳥駅、小

川駅などの交通結節点を結ぶ公共交通ネットワークを構築

し福祉の充実と高齢化社会に対応し、誰もが快適な移動手

段の確保を目的とする。

 決算額　３０７万円

結婚推進事業

　恋愛・結婚のイメージアップを図るとともに誰も

が参加したくなる出会いの場の創出を積極的に展開

することで、小美玉市に住む未婚の若者が、だんだ

ん結婚したくなるまちを目指す。

　中学生を対象に結婚・妊娠・子育てについてのセ

ミナーを開催し、自分が今何をすべきか、どんな将

来を望み今後どのような行動をすべきかなど、立志

の時期に具体的な将来観・恋愛や結婚について考え

る機会を提供することを目的とする。

 決算額　２６０万円

決　算　議　案

決　算　議　案
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　　 特別委員会 Q & A

補助金の具体的な使われ方について

伺う。

令和 3 年度におけるスクールソーシャルワー

カーの活動状況等について伺う。

コロナワクチン接種が重点目標のため、 一般

的な予防接種が減っている。

啓発とワクチン等の十分な確保を願う。

　令和 3 年度のスクールソーシャルワーカーは 3 名

で、 主な活動としては、 発達検査や就学相談な

どを行っております。

令和 3 年度の相談件数

就学前幼児関係 782 件

小 ・ 中　義務教育学校関係 751 件

その他 （市外施設対象者等） 102 件

　市ホームページ及び子育てアプリに予防接種の

必要性及び接種について掲載するとともに、 乳児

家庭全戸訪問で全対象者へ接種勧奨を行い、 各健

診会場においては母子健康手帳を確認し、 個別に

指導しています。

回答

回答

　茨城空港ファントムイルミネーションやファントム再塗装

のためのクラウドファンディング事業、 茨城空港応援大使

採用と応援大使による PR 活動 ( アクセス道路開通記念

イベント ・ 茨城県政 150 周年記念茨城空港感謝祭など )

第 14 回茨城空港ゆめ未来芸術展の開催などを行いました。

議員

議員

要望

議員

学校教育支援事業

　言語障害の児童生徒への通級指導や不登校の児童

生徒に対する適応指導の場を設け、学校や関係機関

との連携のもとに支援を行う。

 決算額 42 万円

決　算　議　案

予防接種事業

　予防接種法に基づき、予防接種を実施すること

により感染の恐れのある疾病の発生と蔓延を予防

し、公衆衛生の向上及び増進を図る。

 決算額 1 億２, ５１７万円

決　算　議　案

茨城空港利用促進協議会補助金

　茨城空港の利用促進と地域振興を図るため、市茨城空港

利用促進協議会の円滑かつ効果的な運営及び県利用促進協

議会の活動を支援する。

 決算額 300 万円

決　算　議　案

回答
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　　審議結果
第３回定例会　審議結果等一覧（全３１件）令和４年

■条例（3 件）

50
小美玉市議会議員及び小美玉市長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する

条例について

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を

行うもの
総務 可決

51
小美玉市職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例について

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に

伴い、所要の改正を行うもの
総務 可決

52
小美玉市希望ヶ丘弓道場条例の一部を改正する

条例について

「小美玉市体育協会」が「小美玉市スポーツ協会」に

名称が変更になったことに伴い、所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

■補正予算（10 件）

53 令和4年度小美玉市一般会計補正予算（第5号）
[補正額]                    5億6,479千円

[補正後額]     　　　  221億9,060万7千円
各委員会 可決

54
令和4年度小美玉市国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）

[補正額]                    1,422万5千円

[補正後額]　　　　　    52億5,430万1千円

文教

福祉
可決

55
令和4年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計

補正予算（第１号）

[補正額]                      768万2千円

[補正後額]　　　　　     6億4,140万9千円

文教

福祉
可決

56
令和4年度小美玉市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）

[補正額]                      509万6千円

[補正後額]　　    　　　 3億2,712万4千円

産業

建設
可決

57
令和4年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計

補正予算（第１号）

[補正額]                      264万2千円

[補正後額]                  4,545万2千円

産業

建設
可決

58
令和4年度小美玉市霊園事業特別会計

補正予算（第１号）

[補正額]                      108万2千円

[補正後額]　　　　　           3,990万円
総務 可決

59
令和4年度小美玉市介護保険特別会計

補正予算（第１号）

【保険事業】

[補正額] 1億8,248万8千円  [補正後額] 42億317万6千円

【介護サービス】

[補正額]      205万2千円  [補正後額]     963万7千円

文教

福祉
可決

60 令和4年度小美玉市水道事業補正予算（第2号）

【収益的収入及び支出】

支出   ［補正額]               1,504万1千円

　　   [補正後額]　   　   8億3,380万1千円

産業

建設
可決

61 令和4年度小美玉市下水道事業補正予算（第1号）

【収益的収入及び支出】

収入[補正額]  △627万4千円　[補正後額]     12億1,277万円

支出[補正額]  　401万7千円　[補正後額] 11億7,667万９千円

産業

建設
可決

71 令和4年度小美玉市一般会計補正予算（第6号）
[補正額]                      5,060千円

[補正後額]     　　　    222億4,120千円
ー 可決

■報告（1 件）

4
専決処分の承認を求めることについて

（令和４年度小美玉市一般会計補正予算）

[補正額]                    1億5,341千円

[補正後額]     　　　  216億2,581万7千円
ー 承認

■諮問（3 件）

1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、菊池広己 氏を再推薦するもの ー 適任

2 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、竹内芳文 氏を再推薦するもの ー 適任

3 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 欠員に伴い、新たに 長谷川美智子 氏を推薦するもの ー 適任

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果
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4
小美玉市議会議員定数等調査研究特別委員会の

設置について

小美玉市議会議員の定数及び報酬などに関する調査・ 研究

をするため設置するもの
－ 可決

　　審議結果

■決算（5 件）

65
令和3年度小美玉市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定
〔歳入〕　3億3,753万7千円　　〔歳出〕　3億2,697万9千円 決算 認定

66
令和3年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計

歳入歳出決算認定
〔歳入〕　　 3,856万6千円　　〔歳出〕　　 3,512万9千円 決算 認定

67
令和3年度小美玉市霊園事業特別会計歳入歳出

決算認定
〔歳入〕　　 1,258万9千円　　〔歳出〕　　 1,100万6千円 決算 認定

69 令和3年度小美玉市水道事業会計決算認定

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕　8億5,954万3千円　　〔歳出〕　  8億683万2千円

【資本的収入及び支出】

〔歳入〕　5億3,691万2千円　　〔歳出]　8億4,602万9千円

決算 認定

70 令和3年度小美玉市下水道事業会計決算認定

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕 12億7,444万6千円　　〔歳出〕 11億2,250万6千円

【資本的収入及び支出】

〔歳入〕　6億4,669万4千円　　〔歳出〕 10億7,327万9千円

決算 認定

62
令和３年度小美玉市

一般会計歳入歳出決算認定

〔歳入〕  286億4,008万4千円　　 〔歳出〕  274億2,238万2千円
決算 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

63
令和３年度小美玉市

国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定

〔歳入〕   50億4,601万8千円　　 〔歳出〕   49億4,833万5千円
決算 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

64
令和３年度小美玉市

後期高齢者医療保険特別会計

歳入歳出決算認定

〔歳入〕    6億1,028万8千円　　 〔歳出〕      6億548万1千円
決算 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

68
令和３年度小美玉市介護保険

特別会計歳入歳出決算認定

【保険事業】　　 〔歳入〕 42億765万3千円　　 〔歳出〕 40億2,620万9千円

【介護サービス】〔歳入〕     961万7千円　　 〔歳出〕       756万3千円 決算 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

3
「水田活用の直接支払交付金」 の

見直しを中止し、 すべての農家経

営への支援策強化を求める陳情

請願者：茨城中央農民組合　代表　浅井紘一
産業

建設
不採択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

4
小美玉市玉里地区公民館の水道料金免除に

関する請願書

請願者：玉里北学区代表　新田木谷区長　亀井優　玉里学区代表

第二東宝区長　𠮷倉一郎　 玉里東学区代表　川中子区長　藤田　泰正

紹介議員：戸田　見良 

産業

建設
採択

5
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の

ための政府予算に係る意見書採択を求める請願

請願者：茨城県教職員組合　執行委員長　中山　幸男

紹介議員：戸田　見良

文教

福祉
採択

■請願（2 件）

■発議（1 件）

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果

【賛否が分かれた議案等】　  ※議長は採決に参加しません。

No

議案に対する賛否

賛成：○

反対：●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18  20

付託
委員会

審議
結果

山
崎　

晴
生

真
家　

功

戸
田 　

見
良

香
取　

憲
一

長
津　

智
之

島
田 

 

清
一
郎 

鈴
木　

俊
一

村
田　

春
樹

植
木　

弘
子

石
井　

旭

谷
仲　

和
雄

長
島　

幸
男

岩
本　

好
夫

福
島　

ヤ
ヨ
ヒ

小
川　

賢
治

大
槻　

良
明

田
村　

昌
男

市
村　

文
男

野
村　

武
勝

■陳情（1 件）

2 生産資材高騰対策にかかる緊急要請 新ひたち野農業協同組合　代表理事組合長　細谷　博之
産業

建設
採択



◆ 

市
独
自
に
、
不
妊
治
療
費
補
助
金

 

【議
案
第
53
号
】

問
　 

不
妊
治
療
費
補
助
金
は
、
不
妊
治
療
費
が
保
険
適
用

に
な
り
ま
し
た
が
、
小
美
玉
市
で
は
今
後
も
補
助
金

を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

答
　 

平
成
4
年
4
月
1
日
以
降
に
開
始
さ
れ
た
不
妊
治
療

に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助
事
業
が
廃
止
と
な
り
助
成 

の
対
象
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
険
適
用
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
の
生
殖
補
助
医
療
に

つ
い
て
、
1
人
1
回
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
に
助
成

す
る
も
の
で
、
市
の
独
自
事
業
と
し
て
、
継
続
し
て
い

き
た
い
。

◆ 

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
幼
稚
園
照

明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業 

【議
案
第
53
号
】

問
　 

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
幼
稚
園
で
照

明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
む
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と

だ
が
、
そ
れ
に
伴
う
改
修
工
事
費
が
高
額
に
感
じ
る

が
、
こ
れ
は
単
に
器
具
を
取
り
換
え
る
だ
け
で
済
む

の
か
。

答
　 

今
回
の
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、
義
務
教
育
学

校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
の
交
換
は
器
具
の
み
の
交
換

で
あ
る
。
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　常任委員会 Q & A

総
　
務

（委　員）

◎植 木

〇香 取

   岩 本

   石 井

   戸 田

   真 家

小美玉市議会には３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） があります。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。 ９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

◆
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

 

【議
案
第
53
号
】

問
　 

ふ
る
さ
と
納
税
大
感
謝
祭
参
加
者
負
担
金
と
あ
る
が

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　 

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
１
０
０
を
超
え
る
自
治
体

が
一
堂
に
集
ま
る
日
本
最
大
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
自
治
体
、
事
業
者
、
生
産
者
、

寄
付
者
が
直
接
交
流
し
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
、

返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
寄
付
者
の
獲
得
に
つ
な

が
る
も
の
。

◆
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

 

【議
案
第
53
号
】

問
　  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
向
け
て
進
ん
で
い
る

が
、
段
階
を
区
切
っ
て
目
標
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。
具
体
的
な
数
値
目
標
が
あ
れ
ば

伺
う
。

      

答
　 

国
・
県
の
平
均
値
を
上
回
る
よ
う
な
形
を
目
標
と

し
て
、
交
付
申
請
の
啓
発
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。
小
美
玉
市
は
令
和
４
年
８
月
末
現
在
で

交
付
率
は
42
・
６
％
で
あ
る
。

◆
職
員
研
修
費

 

【議
案
第
53
号
】

問
　 

職
員
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。      

答
　 

当
初
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

研
修
を
予
定
し
て
い
た
が
、
市
長
の
所
信
表
明
に

お
け
る
至
急
着
手
す
べ
き
項
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
D
Ｘ
の
推
進
、
人
材
育
成
、
意
識
改
革
の

取
り
組
み
と
し
て
、
D
Ｘ
の
推
進
、
接
遇
、
ク
レ
ー

ム
対
応
に
関
す
る
研
修
を
追
加
で
計
画
し
て
い
る
。

文
教
福
祉

（委　員）

◎村 田

〇島 田

　市 村 

　福 島

　谷 仲

　鈴 木 

　山 崎

※　

 

D
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る

こ
と
で
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と

変
革
さ
せ
る
こ
と
。

▲ RPA・AI‐OCR 導入業務について
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◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
10
月
か
ら
自
己
負
担
割
合

変
更 

【議
案
第
55
号
】

問
　 

今
回
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に
な
る
方
は
何
人
ぐ

ら
い
で
、
全
体
の
何
割
く
ら
い
か
。

答
　 

８
月
末
現
在
で
、
２
割
負
担
に
な
る
方
が
１
，
２
2
５

名
、
全
体
の
16

・
７
％
、
３
割
負
担
の
方
は
３
２
７

名
、
4.5
％
、
引
き
続
き
１
割
の
方
は
５
，
７
７
５
名
、

78.

８
％
と
な
る
。

　　 常任委員会 Q & A

◆
道
路
橋
梁
維
持
管
理
費

 

【議
案
第
53
号
】

問
　 

道
路
舗
装

・
側
溝
補
修
等
の
実
施
予
定
場
所
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　 

側
溝
・
縁
石
等
補
修
工
事
22
箇
所
（
小
川
地
区
９
・

美
野
里
地
区
６
・
玉
里
地
区
７
）
道
路
・
路

盤
補
修
工
事
30
箇
所
（
小
川
10
・
美
野
里
12
・
玉
里

８
）
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

 

【議
案
第
60
号
】

問
　 

動
力
費
を
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。      

答
　 

昨
今
の
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
電
気
料
金
の
上
昇

に
伴
い
、
予
算
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

す
る
。

◆
移
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金

 

【議
案
第
53
号
】

問
　
補
助
金
を
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　 

当
初
申
請
見
込
み
30
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
６
月

１
日
か
ら
６
月
30
日
の
申
込
期
間
後
43
件
の
申

請
が
確
定
し
た
た
め
。

産
業
建
設

（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

※　

 

小
美
玉
市
に
移
住
す
る
方 

（
転
入
者
） 

の
住
宅
取

得
費
や
取
得
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
て
一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る

事
業
（
新
築
住
宅
取
得
30
万
円
・
中
古
住
宅
取
得

20
万
円
・ 

中
古
住
宅
の
改
修
10
万
円
）

▲【現場視察】

上馬場・国道 355 号を結ぶ栗又四ケ線

▲【現場視察】

国道６号千代田石岡工事バイパス工事
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皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問

市
政
を
質た

だ

す
！

14 名

※質問順

谷仲　和雄

長島　幸男

植木　弘子

小川　賢治

P 10

P 11

P 12

香取　憲一

山崎　晴生

村田　春樹

戸田　見良

P 13

石井　旭

島田　清一郎

P 14

真家　功

P 15

P 16

P 17

長津　智之

福島　ヤヨヒ

鈴木　俊一

ナ
ー
を
学
ぶ
な
ど
成
長
過
程
や

学
校
生
活
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
ツ
ー
ル
と
の
認
識
か
ら
、

引
き
続
き
安
全
管
理
と
効
果

的
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

要
望　

小
美
玉
市
遊
具
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
子
育
て
世
代
へ
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

Ｑ
農
業
・
酪
農
・
畜
産
・
鶏

卵
等
へ
、
持
続
可
能
な
支
援

体
制
を
目
指
す
に
は

Ａ
産
業
経
済
部
長　

国
際
情

勢
の
激
変
に
よ
る
影
響
は
、
農

業
者
の
経
営
努
力
の
み
で
は
解

決
不
可
能
な
の
で
、
日
常
的

な
も
の
か
ら
緊
急
支
援
的
な

相
談
ま
で
を
積
極
的
に
対
応
で

き
る
窓
口
の
充
実
に
加
え
、
関

係
各
機
関
と
の
連
携
を
更
に

密
に
し
て
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
外
部
人
材
の
登
用
に
お
い
て

●
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
積
極
的
な
任
用
と
活

用
に
質
問
・
要
望

積極的な支援体制と情報発信に努めていく

小美玉農産物ブランド戦略室設置を要望する

Ｑ
災
害
や
緊
急
時
に
お
け
る

市
の
業
務
継
続
計
画
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て 

Ａ
危
機
管
理
監　

災
害
時
等

に
お
い
て
市
役
所
機
能
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
事
を
目
的
と
し

て
、
本
市
で
は
令
和
3
年
度

末
に
策
定
を
し
た
。
内
閣
府
で

示
さ
れ
た
6
つ
の
要
素
に
照
ら

し
合
わ
せ
災
害
発
生
時
の
機
能

不
全
を
防
ぎ
、
早
期
に
業
務
を

実
施
で
き
る
指
針
と
し
て
い
る

が
、
市
役
所
内
外
の
多
数
の
関

係
機
関
や
企
業
と
の
迅
速
・
正

確
な
情
報
共
有
を
図
り
、
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
に
努
め
て

い
く
。

Ｑ
市
内
教
育
施
設
の
遊
具
の

現
状
と
子
ど
も
達
へ
の
身
体
発

育
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

Ａ
教
育
部
長　

学
校
・
幼
稚

園
等
の
遊
具
は
、
文
部
科
学

省
の
指
針
に
基
づ
き
、
そ
の
安

全
性
と
耐
久
性
を
十
分
に
兼

ね
備
え
た
物
を
、
学
校
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
整
備
設
置

し
て
い
る
。
子
ど
も
達
の
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
ル
ー
ル
、
マ

香取　憲一

　　一般質問

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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く
頑
張
れ
る
、
そ
し
て
信
用
で

き
る
」
と
、
誰
か
ら
も
認
め

ら
れ
る
人
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
そ
の
後
の
部
活
動
地
域
活

動
へ
の
移
行
進
捗
状
況
は
。

再
Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
活

用
、
指
導
体
制
に
つ
い
て

産
業
経
済
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
玉
里
地
区
地
籍
調
査
の
今

後
の
見
解
は

Ａ
産
業
経
済
部
長　

個
人
の

財
産
で
あ
る
土
地
管
理
を
容

易
に
し
、
土
地
活
用
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
再

調
査
の
効
果
が
早
期
に
現
れ
る

よ
う
事
業
計
画
に
基
づ
き
確
実

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

を
受
け
て
事
業
化
し
て
い
る
。

市
道
の
整
備
は
、
特
定
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
進
め
て
お

り
、
採
択
ま
で
数
年
を
要
す

る
。
区
長
申
請
の
応
答
は
、

予
算
確
保
が
確
実
と
な
っ
て
か

ら
で
、
計
画
説
明
会
や
測
量

の
立
入
な
ど
の
通
知
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
羽
鳥
小
学
校
北
の
国
道

３
５
５
号
と
市
道
１
１
８
号

線
交
差
点
に
右
折
矢
印
信
号

機
は
設
置
で
き
な
い
か
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
こ
の
交

差
点
の
信
号
は
時
差
式
信
号

機
で
あ
り
国
道
と
市
道
と
の

交
通
量
に
大
き
な
差
が
な
い
の

に
、
国
道
の
青
信
号
の
点
灯

時
間
が
長
い
た
め
、
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
市
道
側
に
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
信
号
の
点
灯
時

間
と
矢
印
信
号
の
設
置
に
つ
い

て
、
石
岡
警
察
署
と
調
整
を

図
る
。

▲羽鳥小学校北の交差点

▲玉里学園義務教育学校

　　一般質問

道路の整備の状況と要望について 

小美玉市が目指す教育行政は

安全・安心な環境づくりに努める

「粘り強く頑張れる、誰からも信用できる」と認められる人づくり

島田　清一郎

戸田　見良

Ｑ
最
近
頻
繁
に
発
生
す
る
集

中
豪
雨
に
対
し
て
、
道
路
側

溝
・
排
水
路
・
河
川
の
処
理

能
力
に
つ
い
て
長
期
的
な
計

画
の
中
で
検
討
が
さ
れ
て
い

る
か
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
道
路
側

溝
、
排
水
路
及
び
河
川
の
施

設
の
規
模
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
雨
量
に
対
応
し
て
決
定
し
て

い
る
。
開
発
許
可
に
お
い
て
は
、

流
末
河
川
に
負
担
を
与
え
な
い

よ
う
、
た
め
る
こ
と
を
軸
に
、

調
整
池
の
大
き
さ
を
10
年
確

率
で
指
導
し
て
い
る
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
集

中
豪
雨
に
お
け
る
局
所
的
な

冠
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
浸

透
を
軸
と
し
た
標
準
設
計
の

整
備
を
進
め
る
。

Ｑ
集
中
豪
雨
に
よ
り
砕
石
が

流
れ
て
し
ま
う
急
勾
配
の
道

路
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
周
辺
の

土
地
利
用
を
考
慮
し
な
が
ら
、

そ
の
箇
所
に
あ
っ
た
修
繕
方
法

を
検
討
・
採
用
し
て
い
く
。

Ｑ
区
長
申
請
の
道
路
整
備
の

状
況
に
つ
い
て

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
過
去
３

年
の
申
請
件
数
は
14
件
で
、

内
６
件
が
補
助
事
業
の
採
択

水
道
行
政
に
つ
い
て 

小
美
玉
市
水
道
事
業

（
小
川
・

美
野
里
）
維
持
管
理
、
財
政

計
画
の
問
題
・
課
題
答
弁
後

再
Ｑ
市
民
の
生
活
水
を
守
る

た
め
に
水
道
施
設
（
取
水
・

浄
水
・
配
水
）
の
中
で
、
大

規
模
修
繕
・
改
築
し
た
方
が

良
い
施
設
は

Ａ
水
道
局
長　

水
質
・
施
設

老
朽
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
浄
水
場
と
も
に
取
水
井

戸
新
設
、
こ
ち
ら
が
急
務
。

要
望　

平
成
21
年
１
月
の
水

道
料
金
改
定
か
ら
10
年
を
経

過
す
る
料
金
体
系
で
は
必
要

な
資
金
確
保
が
難
し
い
と
答

申
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

水
道
事
業
崩
壊
を
す
る
前
に

き
ち
ん
と
検
討
す
る
課
題
が

あ
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
教
育
長
は
何
を
目
指
し
て

い
る
の
か

Ａ
教
育
長　

未
来
の
宝
で
あ

り
地
域
で
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
は
、
課
題
や
困
難
に
立
ち

向
か
う
た
く
ま
し
さ
と
人
と
し

て
の
優
し
さ
を
身
に
つ
け
、
「
小

美
玉
市
で
育
っ
た
子
は
粘
り
強
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Ｑ
羽
鳥
公
民
館
、
羽
鳥
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
羽
鳥
駅
東
口
複

合
施
設
へ
の
集
約
化
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長

　
複
合
施
設
の
設

置
、
運
営
で
事
業
者
を
公
募
し
た

が
、
応
募
が
な
か
っ
た
。
今
後
整

備
手
法
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
農
村
女
性
の
家
の
納
場
幼

稚
園
の
機
能
移
転
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長

　
早
急
な
機
能

移
転
が
必
要
と
考
え
る
。
納
場

小
学
校
と
協
議
す
る
。

Ｑ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と

竹
原
小
学
校
の
複
合
化
、
美
野

里
公
民
館
、
図
書
館
と
堅
倉
小

学
校
と
の
複
合
化
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長

　
と
も
に
旧
耐
震

基
準
の
施
設
で
あ
り
、
老
朽
化

が
著
し
い
施
設
で
す
。
複
合
化

後
の
施
設
管
理
や
運
営
方
法

等
も
含
め
、
先
進
事
例
に
お
け

る
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
羽
鳥
小
学
校
、
納
場
小
学

校
の
統
合
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長
　
保
護
者
や
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
財
政
状
況
や
児
童
生
徒
の

人
口
動

態

を
検

証

し
た

う
え
で
、

個
別
計

画

の
見

直

し
を

再
度
検

討
す
る
。

▲小美玉市立羽鳥小学校

保護者や地域住民の意見を聞きながら、個別計画の見直し、再度検討する

羽鳥小学校、納場小学校の統合は

　　一般質問

終
活
支
援
に
つ
い
て 

Ｑ
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
の

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
小
美

玉
市
で
安
心
し
人
生
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
終
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
求
め
る
。

Ａ
福
祉
部
長　

終
活
が
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
話
題
と
な
る

よ
う
、
講
演
会
・
講
座
の
開
設

や
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
と
環
境
整
備
に
よ

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

皆
さ
ま
の
孤
独
・
孤
立
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
従

来
事
業
の
評
価
と
拡
充
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

Ｑ
特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
防
止
機
器
の
貸

出
等
支
援
を
求
め
る
。

Ａ
福
祉
部
長　

迷
惑
防
止
機

能
付
き
電
話
機
や
自
動
通
話

録
音
機
な
ど
の
機
器
を
活
用
し

た
被
害
防
止
策
は
、
国
の
オ
レ

オ
レ
詐
欺
等
対
策
プ
ラ
ン
に
お

い
て
も
、
有
効
な
対
策
と
し
て

令
和
３
年
度
財
政
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
財
政
力
指
数
の
状
況
は

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
令
和
２
年

度
0.623
％
に
比
べ
、
令
和
３
年
度

0.604
％
に
下
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
基
準

財
政
収
入
額
が
前
年
度
に
比
べ
、

減
少
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

Ｑ
実
質
収
支
比
率
状
況
は

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
令
和
２

年
度
3.7
％
に
比
べ
、
令
和
３
年

度
の
指
数
が
7.7
％
に
上
が
っ
た
。

こ
れ
は
市
税
や
交
付
金
等
が
予

算
よ
り
多
く
入
っ
た
事
や
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
の
歳

出
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た

事
が
主
な
要
因
で
す
。

Ｑ
経
常
収
支
比
率
の
状
況
は

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
令
和
２
年

度
86.2
％
に
比
べ
、
令
和
３
年
度

の
指
数
が

85.5
％
に
下
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
は

「
経
常
一
般
財
源

等
」
の
う
ち
交
付
税
が
増
額
と

な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

Ｑ
公
債
費
負
担
比
率
の
状
況
は

Ａ
企
画
財
政
部
長
　
令
和
２
年

度
13.6
％
に
比
べ
、
令
和
３
年
度

12.9
％
に
下
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

普
通
交
付
税
が
前
年
度
よ
り
６
億

円
増
加
し
、
一
般
財
源
総
額
が
増

加
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

小
美
玉
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て

本
市
が
保
有
す
る
施
設
を
対

象
と
す
る
公
共
施
設
の
改
善

策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

終活をサポートする仕組みづくりを求める

従来事業の評価と拡充に努める

植木　弘子

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
導
入
に

向
け
て
の
研
究
を
進
め
て
参
り

た
い
。

Ｑ
ス
マ
ホ
教
室
の
進
捗
状
況

Ａ
福
祉
部
長　

高
齢
者
を
は

じ
め
、
情
報
端
末
に
不
慣
れ
な

方
々
を
支
援
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
の
弱
視
早
期
発
見

に
つ
い
て
、
視
覚
検
査
の
精
度

向
上
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。
発

見
率
を
上
げ
治
療
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
、
本
人
と
ご
家
族
の

負
担
軽
減
に
加
え
医
療
費
の

軽
減
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め

の
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
を

求
め
る
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長　

現
在
実

施
の
視
力
検
査
と
併
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
見
落
と
し
す
る

こ
と
な
く
検
査
の
精
度
を
上

げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
査
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
及

び
場
所
の
設
定
な
ど
、
十
分
に

協
議
を
行
い
、
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
。

小川　賢治



13議会だより 第 67 号

要
望
：
市
民
が
安
心
し
て
今
後

も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
施
設
へ
の
早
急

な
支
援
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
地
域
医
療
に
お
け

る
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー

の
役
割
に
つ
い
て
。

Ａ
市
長　

小
美
玉
市
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
を
担
い
市
民
の
た
め
の
中
心

的
医
療
機
関
を
目
指
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
連
携
を
密
に

安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
医

療
提
供
体
制
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

要
望　

小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
が
更
に
地
域
に
根
差
し

た
医
療
機
関
と
な
る
よ
う
、

市
か
ら
訪
問
診
療
・
訪
問
看

護
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
設
置
の
働
き
か
け
を
要

望
し
ま
す
。

▲小美玉市医療センター

　　一般質問

公共施設個別計画は利用団体との話し合い、 意見交換を早急に

１円でも市民からの税金であり的確な予算執行で市民サービスの向上を

施設の利用状況調査やアンケート等を実施し、調整を図る

不用額の発生状況を的確に把握分析し問題点・改善点を洗い出し次年度に生かす

福島　ヤヨヒ

山崎　晴生

聞
い
て
い
き
た
い
。

Ｑ
給
食
費
の
無
償
化
や
減
額

を
望
む
が
如
何
か
。
地
産
地

消
は
進
ん
で
い
る
か
。
有
機
農

法
を
進
め
給
食
に
取
り
入
れ

て
は
如
何
か
。

Ａ
教
育
部
長

　
無
償
化
は
財

源
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
慎

重
に
検
討
す
る
。
地
産
地
消
に

対
し
て
は
、
白
米
、
ニ
ラ
、
チ

ン
ゲ
ン
菜
、
鶏
卵
は
年
間
を
通

し
て
市
内
生
産
者
か
ら
購
入
。

小
美
玉
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
毎
月
提

供
し
て
い
る
。
今
後
も
生
産

者
、
納
入
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
活
用
割

合
の
向
上
を
目
指
す
。
有
機
米

等
は
供
給
量
の
確
保
が
課
題
な

の
で
農
政
課
と
連
携
を
図
り
検

討
す
る
。

Ｑ
有
権
者
を
守
る
選
挙
に
つ
い

て
投
票
時
間
は
午
後
8
時
ま

で
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
選

挙
公
報
は
す
べ
て
の
市
民
に
届

け
る
べ
き
と
思
う
。
誰
も
が

投
票
で
き
る
仕
組
み
が
で
き

て
い
る
か
。
期
日
前
投
票
で

は
投
票
箱
が
移
動
す
る
と
か
、

投
票
の
仕
方
の
工
夫
は
な
い
の

か
。
交
通
手
段
に
も
配
慮
を
。

Ａ
総
務
部
長
　
期
日
前
の
午
後

8
時
ま
で
が
定
着
し
て
い
る
。

そ
の
他
広
報
配
布
等
先
進
事
例

を
参
考
に
検
討
を
重
ね
る
。

Ｑ
廃
校
と
な
っ
た
各
小
学
校
の

現
状
と
今
後
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
解
体
ま
で
の

有
効
活
用
は
な
い
の
か
。
公

民
館
等
で
解
体
の
施
設
の
今

後
の
個
々
の
計
画
に
つ
い
て
は

ど
う
進
め
ら
れ
る
の
か
。
ま
た

今
施
設
を
利
用
し
活
動
し
て

い
る
団
体
等
と
の
話
し
合
い
や

意
見
交
換
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
く
の
か
。

Ａ
総
務
部
長

　
計
画
に
基
づ
き

順
次
進
め
て
い
く
。
安
全
性
を

考
え
、
5
年
以
内
に
解
体
す
る
。

跡
地
利
用
は
計
画
に
基
づ
き
内

部
で
協
議
し
て
い
る
。
敷
地
が

借
地
の
幼
稚
園
は
補
正
予
算

を
行
い
早
急
に
解
体
し
返
還
す

る
。
公
民
館
等
に
つ
い
て
も
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
利
用
団

体
と
の
調
整
や
機
能
移
転
の
調

整
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
協
議
の
中
で
市
民
の
声
を

聴
い
て
い
る
の
か
。
利
用
し
て

い
る
団
体
な
ど
と
は
ど
の
よ
う

に
話
し
合
い
を
行
う
の
か
。

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

利
用
状
況
の
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
実
施
し
調
整
を
図
っ
て

い
く
。

Ｑ
市
民
の
声
を
市
長
は
ど
う

受
け
止
め
て
い
く
の
か
。

Ａ
市
長

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
十
分

Ｑ
①
計
画
性
②
弾
力
性
③
積

極
性
の
3
つ
の
観
点
か
ら
見

た
現
在
の
小
美
玉
市
財
政
運

営
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

①
四
半
期
配
当
制
を
実
施
し

各
課
が
予
算
執
行
に
責
任
を

持
ち
収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い

る
。

②
弾
力
性
は
十
分
確
保
で
き

て
い
る
と
考
え
る
が
今
後
も
経

常
的
経
費
の
抑
制
を
図
り
弾

力
性
を
確
保
す
る
。

③
予
算
額
と
決
算
額
の
乖
離

が
生
じ
な
い
よ
う
実
質
収
支

比
率
3
～
5
％
程
度
に
な
る

よ
う
努
め
る
。

Ｑ
物
価
高
騰
に
よ
り
福
祉
施

設
運
営
は
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
る
が
、
安
定
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
為
に
も
、
市
と

し
て
福
祉
施
設
援
助
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
見

解
を
伺
う
。

Ａ
福
祉
部
長　

物
価
高
騰
に

よ
り
社
会
福
祉
施
設
運
営
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
状
況
を

推
測
す
る
。
関
係
各
課
と
連

携
調
整
の
上
、
福
祉
施
設
へ
の

支
援
を
検
討
す
る
。
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「小美玉市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、「移住・定住促進」

を政策分野に位置付け、各種事業を進めている。

本市の移住・定住対策は

転入 転出 差

令和元年 1,419 1,769 ▲ 350

令和２年 1,602 1,841 ▲ 239

令和３年 1,400 1,696 ▲ 296

▲３年間で 885 名の方が市外に転出している。

外国籍の方を含まない数値 （単位 ：名）

　　一般質問

 

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
委

員
会
の
御
意
見
や
市
民
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
外
部

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
任
せ

で
、
担
当
職
員
が
考
え
抜
い
て

い
な
い
か
ら
、
や
る
こ
と
が
目

的
の
公
共
事
業
の
典
型
的
な

失
敗
事
例
と
な
る
誰
も
責
任

を
取
ら
な
い
こ
と
か
ら
脱
却

し
、
勇
気
を
持
っ
た
見
直
し
を

提
言
す
る
。
特
に
、
ＹＳ
ー
11
の

設
置
な
ど

『
そ
ら
ら
』
だ
け

に
17
億
８
千
万
円
も
投
入
す

る
と
は
税
金
の
無
駄
に
な
る
の

で
市
内
施
設
全
体
で
大
き
く

見
直
し
を
提
言
す
る
。

Ａ
産
業
建
設
部
長　

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
施
設
の

整
備
内
容
や
構
想
全
体
へ
の

意
見
な
ど
6
件
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

は
、
実
施
計
画
策
定
時
や
構

想
の
実
現
に
向
け
て
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

現
在
策
定
し
て
い
る
基
本

計
画
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
そ
・

ら
・
ら
」
運
営
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
解
決
に
向
け
、
体

験
型
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

機
能
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

Ｑ

『
そ
ら
ら
』
に
指
定
管
理

者
制
度
導
入
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
再
度
募
集
と
道
の

Ｑ
現
在
の
移
住
・
定
住
対
策
は

Ａ
企
画
財
政
部
長　

今
年
度

よ
り

「
移
住
促
進
住
宅
取
得

補
助
金
」
の
制
度
を
拡
充
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
移
住
者
向
け
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
発
信
事
業
」、

「
空
き
家
活
用
事
業
」、
「
小
美

玉
版
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」、
「
学
校
に
お
け

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
、
「
高
校
・
大
学
と
の
連

携
事
業
」、
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」、

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ブ
ラ

ン
ド
活
用
事
業
」
を
第
２
期
総

合
戦
略
の
事
業
と
し
て
位
置
付

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｑ
本
市
の
転
入
・
転
出
状
況
は

Ａ
企
画
財
政
部
長　

市
内
に

お
け
る
転
入
先
と
し
て
羽
鳥
地

区
が
３
年
間
で
１
，
０
２
２
名

まちづくり構想基本計画 （案） 空の駅 『そらら』 の見直しを提言する

課題解決に向け、体験型施設などいろいろな機能を盛り込む

石井　旭

駅
支
援
会
社

『
シ
カ
ケ
』
道
の

駅
再
生
請
負
人
の
活
用
を
提

案
す
る
。

Ａ
産
業
建
設
部
長　

「
そ
・
ら
・

ら
」
の
運
営
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
よ
る
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
施
設
運

営
を
想
定
し
て
お
り
、「
そ
・

ら
・
ら
」
の
拡
張
計
画
の
進

捗
に
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
の
導
入
を
考
え

て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
再

度
募
集
は
、
全
国
的
に
も
多

く
の
地
域
活
性
化
に
結
び
つ

い
て
い
る
成
功
事
例
が
あ
る

が
、
様
々
な
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
課
題
を
整
理
し
活
用
に

向
け
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

道
の
駅
支
援
会
社
シ
カ
ケ

の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
そ
・

ら
・
ら
」
が
よ
り
一
層
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、
強
い
民

間
企
業
の
協
力
を
得
る
こ
と

で
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な

プ
ラ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
と
併
せ
、
民
間
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、「
そ
・

ら
・
ら
」
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
検
討
し

課
題
解
決
に
努
め
る
。

と
多
い
状
況
で
す
。

要
因
は
住
環
境
や
保
育
施
設
、

教
育
環
境
等
が
バ
ラ
ン
ス
良
く

整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
県
内
の
市
町
村
か

ら
市
へ
の
転
入
先
と
し
て
一
番
多

い
の
は
石
岡
市
、
次
い
で
、
水
戸

市
、
笠
間
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
の
状
況
と
成
果
は

Ａ
企
画
財
政
部
長　

現
在
は

転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
状
況

で
す
。
今
年
度
に
拡
充
し
た
「移

住
促
進
住
宅
取
得
助
成
事
業
」

や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
含

め
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
取

組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
。
移
住

定
住
促
進
に
向
け
て
は
助
成
金

や
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
子
育

て
や
仕
事
な
ど
も
含
め
た
複
合

的
な
取
組
み
が
必
要
で
、
そ
れ

が
相
手
に
届
く
仕
組
み
づ
く
り

を
す
る
こ
と
で
成
果
が
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
対
策
は

Ａ
企
画
財
政
部
長　

総
合
戦

略
だ
け
で
な
く
、
現
在
、
策
定

中
の
第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
中
で
も
、
人
口
維

持
に
向
け
た
市
全
体
の
移
住
定

住
施
策
を
盛
り
込
み
、
総
合

的
な
取
組
み
を
地
道
に
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
制
度

普
及
実
績
と
そ
の
活
用
状
況

推
進

（広
報
）
活
動

長島　幸男
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各
教
科
の
正
答
率
が
低
下
し
て

い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
堅
倉
小
学
校
区
内
の
バ
ス

通
学
の
保
護
者
負
担
は

Ａ
教
育
長　

令
和
３
年
４
月

か
ら
、
公
共
交
通
の
存
続
に

加
え
ま
し
て
、
堅
倉
小
学
校

区
に
お
け
る
遠
距
離
通
学
児

童
を
無
償
と
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
見
直
し
を
行
っ

た
。

Ｑ

発

生

結

婚

出

生

数

は
、

１
９
９
０
年
代
以
降
、
ず
っ
と

1.5
人
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
婚

姻
数
が
１
増
え
る
と
計
算
上
、

1.5
人
の
子
供
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
若
者
の
非
婚

化
対
策
こ
そ
が
結
果
的
に
人
口

減
少
対
策
に
つ
な
が
る
が
、
市

の
取
り
組
み
は
。

Ａ
市
長
公
室
長　

石
岡
地
方

結
婚
相
談
所
運
営
協
議
会
で

は
、
令
和
２
年
度
に
１
組
が
ご

成
婚
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年

度
の
参
加
者
か
ら
２
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
て
ご
成
婚
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
の
結
婚

相
談
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

▲市道玉 313号線

　　一般質問

市道玉 313 号線の改良工事の計画について

若者の非婚化対策こそが人口減少対策に

側溝を含め改良工事を実施いたします！

オンラインやＡＩを活用して結婚相談を検討していく

長津　智之

鈴木　俊一

Ｑ
国
は
今
年
５
月
の
国
会
で

農
地
の
集
約
化
と
人
の
確
保
、

育
成
、
農
地
保
全
に
よ
る
荒

廃
防
止
を
目
指
す
、
人
農
地

関
連
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
市
の
具
体
的
な

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
の

取
り
組
み
や
、
就
農
に
お
け

る
新
規
参
入
者
の
促
進
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

荒
廃
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
解
消
対
策
や
違
反
転

用
発
生
防
止
対
策
等
を
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
農
業

委
員
並
び
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
行
っ
て
い
る
。

ま
た
新
規
参
入
の
促
進
状
況

は
、
過
去
３
年
間
で
19
名
の
新

規
参
入
者
が
あ
っ
た
。

Ｑ
上
高
崎
区
に
は
、
３
市
１

町
の
環
境
行
政
の
拠
点
整
備

で
、
各
自
治
体
の
目
玉
事
業

で
あ
る
、
新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ご

み
処
理
施
設
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
最
重
要
施
設
で
あ
る
こ
と
を

十
分
理
解
し
反
対
運
動
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
上

高
崎
区
民
は
、
こ
の
施
設
の

建
設
説
明
会
に
要
望
い
た
し

ま
し
た
市
道
玉

313
号
線
の
改

良
工
事
に
つ
い
て
、
現
在
市
の

調
整
状
況
や
、
改
良
工
事
の

計
画
状
況
を
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

こ
の
道
路

は
高
崎
地
内
の
霞
台
厚
生
施

設
と

（株）
本
田
霞
ヶ
浦
工
場
を
結

ぶ
道
路
で
す
。
上
高
崎
区
長
よ

り
地
権
者
同
意
書
が
添
付
さ

れ
た
道
路
整
備
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、

農
振
農
用
地
を
繋
ぐ
農
道
と

し
て
農
業
生
産
の
向
上
が
大
き

く
期
待
さ
れ
、
同
時
に
生
活
道

路
と
し
て
利
便
性
も
更
に
向
上

す
る
側
溝
を
含
む
全
幅
員
5.6

ｍ
、
延
長
約
900
ｍ
の
改
良
工
事

を
行
う
。

Ｑ
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
は

Ａ
教
育
長　

令
和
３
年
度
の

学
力
診
断
テ
ス
ト
で
は
、
県
平

均
を
や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、

学
年
が
上
が
る
ご
と
に
、
県
平

均
と
の
差
が
小
さ
く
な
り
、
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
ま

す
。
算
数
・
数
学
に
や
や
課
題

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
２
時
間
以
上
家
庭
で
勉
強

し
て
も
、
ス
マ
ホ
を
３
時
間

以
上
使
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
勉
強
し
た
内
容
が
全
部
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、

本
市
の
児
童
生
徒
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
教
育
長　

平
日
２
時
間
以
上

ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
い
る
本
市

の
小
学
６
年
生
は
35
％
、
中
学

３
年
生
は
47.

5
％
で
し
た
。

小
学
生
中
学
生
共
に
、
使
用
時

間
が
長
時
間
に
な
る
に
つ
れ
、
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空
の
え
き

「
そ
・
ら
・
ら
」
の

拡
張
計
画
ま
ち
づ
く
り
構
想
基

本
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
空
の
え
き

「そ
・
ら
・
ら
」
の

拡
張
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
基

本
計
画
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
基
本

計
画
に
よ
る
と
、
空
の
え
き

「そ
・

ら
・
ら
」
の
敷
地
を
拡
張
し
て
、

旅
客
機
ＹＳ
ー
11
な
ど
の
展
示
を

行
い
、
空
港
導
入
エ
リ
ア
と
し
て

の
機
能
を
強
化
す
る
と
し
て
、
実

施
に
向
け
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
概
算
事
業
費
を
見
る
と
、

全
体
で
17
億
８
，
０
０
０
万
円
で

あ
り
、
こ
の
ＹＳ
ー
11
の
展
示
に
は

相
当
な
る
予
算
が
か
か
る
と
さ

れ
て
い
る
。
集
客
の
た
め
の
目
的

で
計
画
さ
れ
た
と
思
う
が
、
本
当

に
メ
イ
ン
と
す
る
ほ
ど
必
要
な
も

の
な
の
か
。
今
、
市
民
が
望
ん
で

い
る
施
設
は
、
子
供
を
連
れ
て
行

け
る
場
所
、
子
供
の
遊
び
場
に

な
る
公
園
的
な
場
所
を
望
ん
で
い

る
。
よ
く
そ
う
い
う
施
設
が
欲
し

い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
導
入
機
能
と

し
て
の
ＹＳ
ー
11
の
展
示
と
概
算
事

業
費
の
見
直
し
を
是
非
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
産
業
経
済
部
長　

導
入
す
る

機
能
に
つ
い
て
は
、
「
小
美
玉
市

ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
委
員
会
」

で
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
議
員
か
ら
ご
指
摘
の

ＹＳ
ー
11
な
ど
の
飛
行
機
の
展
示

に
つ
い
て
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
大

き
く
、
将
来
に
わ
た
り
コ
ス
ト
面

の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎

Ｑ
近
年
に
お
け
る
一
般
財
源
の

歳
出
傾
向
を
踏
ま
え
、
実
質

単
年
度
収
支
ゼ
ロ
の
均
衡
財

政
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

令
和
３

年
度
の
単
年
度
収
支
は
約

５
億
７
千
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
が
、
財
政
が
好
転
し
た
の
で

は
な
く
、
歳
入
超
過
、
歳
入
不

足
、
又
は
不
用
額
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
か
ら
計
算
さ
れ
る
収
支

の
規
模
が
前
年
度
を
上
回
っ
た

と
い
う
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
先
行
き
不
透
明
感
に
よ
り
市

税
等
の
大
幅
な
増
額
が
見
込
め

な
い
状
況
や
扶
助
費
や
公
債
費

の
義
務
的
経
費
、
継
続
中
の
普

通
建
設
事
業
費
や
道
路
維
持

管
理
経
費
の
増
大
等
も
見
込
ま

　

収
益
性

（
↑
税
負
担  

収
益
事
業
↓
）

「空のえきそ ・ ら ・ ら拡張計画」： 導入機能 （ＹＳ―１１の展示） の可否

実質単年度収支の連続赤字の回避が論点となる

今後行われる実施計画の中で慎重に検討していく。

事務事業の取捨選択を令和５年度予算編成方針に反映させる

真家　功

谷仲　和雄
▼公共 （行政） 関与度のマトリクス図 （質問のイメージ）

　　一般質問

重
に
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
概
算
事
業
費
と
し
て
、
約

17
億
８
，
０
０
０
万
円
と
算
定

し
て
お
り
、
内
容
は
土
木
工
事

で
約
４
億
７
，
０
０
０
万
円
、
建

築
工
事
費
で
６
億
６
，
０
０
０
万

円
、
土
地
取
得
費
に
約
２
億
円
、

旅
客
機
の
機
体
購
入
・
設
置
費

に
４
億
５
，
０
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
行
わ
れ
る
実
施
計
画
の
中
で

慎
重
に
検
討
す
る
。

最
後
に
、
市
長
に
問
う
。

Ｑ
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
は
、
「
そ
・
ら
・
ら
」
の

活
性
化
は
重
要
で
あ
る
。
私
は
、

こ
の
計
画
全
て
が
悪
い
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

計
画
の
よ
い
と
こ
ろ
は
進
め
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
す

と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

ぜ
ひ
、
市
長
の
考
え
を
十
分
に

反
映
し
た
計
画
に
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
市
長
は
そ
の
よ
う

な
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

Ａ
市
長　

ま
ち
づ
く
り
構
想
の

中
の
計
画
で
あ
る

「
そ
・
ら
・

ら
拡
張
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

私
の
公
約
の
中
に
あ
り
ま
す

「
空
港
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
私
の

公
約
に
基
づ
き
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
の
推
進
に
つ
い
て

れ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
単
年
度

収
支
ゼ
ロ
の
均
衡
財
政
は
厳
し

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
答
弁
を
踏
ま
え
、
今
後
、

実
質
単
年
度
収
支
の
連
続
赤

字
回
避
が
論
点
と
な
る
。
そ
こ

で
、
行
政
評
価
に
基
づ
く
事
務

事
業
の
取
捨
選
択
を
令
和
５

年
度
予
算
編
成
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

Ａ
市
長　

少
子
高
齢
化
や
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
予
算
編
成
を
変
革
す
る
好

機
と
捉
え
、
新
し
い
生
活
様
式

へ
の
対
応
や
D
Ｘ
推
進
計
画
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
事
業
の

取
捨
選
択
を
大
胆
に
決
断
し
、

確
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
予
算
編

成
方
針
に
は
、
こ
の
考
え

を
反
映
さ
せ
予
算
編
成

す
る
よ
う
指
示
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

資
金
繰
り
と
な
る
会
計

実
務
か
ら
、
基
金
か
ら

の
繰
替
運
用
、
一
時
借

入
れ
の
傾
向
、
不
用
額

を
抑
え
る
資
金
管
理
の

工
夫
に
つ
い
て

公共関与の度合い （←選択性　 必需性→）
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▲電気自動車用スタンド

Ａ
市
民
生
活
部
長　

二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
抑
制
す
る
効

果
の
高
い
電
気
自
動
車
と
電
気

ス
タ
ン
ド
の
公
共
施
設
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
電
気
自
動
車

の
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
急
速
に
そ
の
普
及
が

進
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
推

進
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観

点
か
ら
、
今
後
計
画
的
に
取
り

組
み
た
い
。

Ｑ
大
規
模
災
害
に
備
え
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
提
案
す
る

Ａ
市
民
生
活
部
長　

建
物
等

に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
や
修
繕
・

更
新
時
期
の
分
散
、
財
政
負

担
の
平
準
化
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
又
は
ゼ
ロ

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
化
な
ど
も
含

め
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

て
検
討
す
る
。

令和４年第３回定例会
問①　令和３年度一般会計歳出予算　

　　　決算額は○○○億円で認定。

問②　 決算特別委員会　市内循環バスラッピング等

　　　委託料決算額は○○○万円。

問③　一般質問者数は○○名。

Ｑ
期
日
前
投
票
所
新
設
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
い
た
い

Ａ
総
務
部
長　

本
格
的
な
設

置
の
前
に
、
年
内
に
予
定
さ
れ

て
い
る
茨
城
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
際
に
試
験
的
に
新
た

に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
、

そ
の
有
効
性
や
効
果
を
検
証
し

て
い
く
。

Ｑ
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
進
捗

状
況
に
つ
い
て

Ａ
市
民
生
活
部
長　

本
計
画
に

お
け
る
市
の
地
球
温
暖
化
対
策

の
主
な
取
組
み
は
、
い
ば
ら
き

県
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９

市
町
村
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
図
る
た
め
、
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク
や
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
実
践
な
ど
に
よ
る

「
エ
コ

ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」、
公

共
施
設
に
お
け
る
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
含
め
た
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
実
現
す
る

た
め
、
小
美
玉
市
内
全
公
共

施
設
に
電
気
自
動
車
の
電
気

ス
タ
ン
ド
設
置
を
提
案
す
る

  　　プレゼントクイズ

第 65 回 プレゼントクイズ
　今回の議会だより第 67 号の中から、問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、10 名の方に空のえきそ・ら・ら

「フードコートレストランかぐや」で利用できる食事券（2,000

円分）をプレゼントします。ぜひご応募ください！

◇応募方法　 はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答え

を明記してご応募ください。また、議会や本紙に

対するご意見やご感想をあわせてお寄せくださ

い。

◇締め切り　令和４年 11 月 30 日（水）まで

　　　　　　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835

　　　　　　小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

　　　　　☆ 応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外

には利用しません。

　　　　　☆ クイズ当選者発表は食事券の発送をもってお知ら

せします。

◆第 64 回クイズの正解：  問① 13　問② １１　問③ 禁止

期日前投票所の新設について

試験的に期日前投票所を開設する

村田　春樹

　市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧・検

索できます。「会議録の閲覧・検索」をクリック

すると検索画面に移ります。日付や気になるキーワー

ドなどを入力すると簡単に検索できますので、議会

で何が議論されているかぜひご覧ください。

会議録検索システムをご利用ください

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
：
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

　　一般質問

応募用 QR
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つくばエクスプレスの延伸が実現するこ

とにより、鉄道沿線住民の利便性向上及

び、地域のイメージアップに伴う企業誘致

による産業の活性化などが期待されます。

「議員の会話」 を読んで、 なか

なか勉強してらっしゃる議員さんだと

感心してます。 議員同志の会話、 意見の

活発者多いに語り合って下さい。

　そして市民の耳にささいな事でも伝えて

下さい。 どうぞ暑さに負けず頑張って

下さい。 （田木谷 ・ Ｔ）

旧岩間の住人です。 羽鳥が

生活圏であり、 旧美野里はどんどん

ひらけてきており、 うらやましくなります。

市報や議会だよりを見ると、 いろいろな

課題がありますね。 （笠間市・Ｅ）

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

市民の声市民の声
おみたま市議会だより

は、 わかりやすく書かれていて、

とても見やすいと思います。 つくば

エクスプレスの茨城空港延伸が実現

するとすごく良いと思います。

（小川 ・ Ｔ）

TX 延伸が実現することを

祈ってます。 （高崎 ・ Ｓ）

個々の議員さんの活動がよく

わかり、 市を少しでも良くしていこう

と気持ちが伝わります。 頑張って下

さい。 （小川 ・ Ｎ）

　つくばエクスプレス (TX) の茨城空港を経由した

水戸方面への延伸を目指す「TX 水戸・茨城空港

延伸促進協議会」 ( 会長・高橋靖水戸市長 )の副会

長でもある島田市長をはじめ、荒川議長、岩本商

工会副会長の３名が、横山征成副知事に「要望書」

と集まった９3,441 筆分の「署名簿」を提出しま

した。

▲副知事に「要望書」と「署名簿」を提出（8 月 24 日　茨城県庁）

つくばエクスプレス延伸  要望書  署名簿 を 提出
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議会報告会の中止について

　市民に対して議会の結果を報告し、市

民と意見を交換する場として、毎年議会報

告会を開催してきました。今年度も、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら中止しました。議会報告会でお配りする

予定でした議会活動についての資料をウェ

ブサイトに掲載しています。

議員定数等研究特別委員会 を 設置
　定例会最終日に、「小美玉市議会議員定数

等調査研究特別委員会の設置」を議員発議

し、可決されました。

　現在の議員定数及び報酬が市民の負託に応え

うる適正なものか、人口規模や財政状況の類似

自治体の現況などをもとに、さらに調査・研究

するための特別委員会です。

  【構成】　　

   委 員 長）岩本　好夫

   副委員長）島田　清一郎

 福島　ヤヨヒ・長島　幸男

 谷仲　和雄　・石井　旭

 植木　弘子　・村田　春樹

 鈴木　俊一　・山崎　晴生

時　期 条例定数 内容など

平成 18 年 3 月 28
　「小美玉市」 誕生

 ※合併による在任特例　議員 49 名

平成 18 年 12 月 24
　定数条例を制定 

　( 次回改選時から施行）

 平成 19 年 12 月　改選　　　議員 24 名

平成 23 年 6 月 22
  定数条例を改正 

　( 次回改選時から施行）  

 平成 23 年 12 月　改選　　　議員 22 名

平成 27 年 8 月 20
  定数条例を改正   

　( 次回改選時から施行）

　平成 27 年 12 月　改選　　議員 20 名

【議員定数の経過】

インターネット配信を開始します

　市議会ホームページから本会議の模様を

インターネット配信します。パソコン・ス

マートフォンからもご視聴になれます。

（12 月定例会から配信予定）

すくっぴと



　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
と
言
い
ま
す
が
、
酷
暑
、

猛
暑
の
夏
が
終
わ
り
、
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
と
な
り
、

霞
ケ
浦
湖
岸
の
コ
ス
モ
ス
も
咲
き
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
議
会
第
3
回
定
例
会
も
８
月
31
日
に

開
会
し
、
9
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
り
慎
重

な
る
審
議
、
審
査
を
行
い
無
事
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
は
、
前
年
度
の
決
算
を
審
議
す
る
為

の
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
が
、
約
2
年
半

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
外
出
自
粛
や
営
業
時
間
短

縮
、
学
校
の
分
散
登
校
、
部
活
動
の
制
限
な
ど
行

動
制
限
指
針
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
と

収
束
へ
？
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
基
本
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
住
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
津  

智
之　

編  

集 
 

後 
 

記

12 月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

11/27 28 29 30 12/1
 本会議
（開会、
議案説明等）

2 3

4 5 6 7
本会議
（一般質問）

8
本会議
（一般質問）

9
本会議
（一般質問）

10

11 12 13
常任委員会

14
常任委員会

15
常任委員会

16 17

18 １９１９ ２0
本会議 
（報告、 採決

閉会）

21 22 23 24

若者の政治意識をより高く

　議員インターンシップ制度により、大学生が本会議

を傍聴に訪れました。この制度は、若者の政治への興

味関心を喚起することで、若年層の政治離れを抑止し、

社会経験を通した精神的成長を目的としています。

▲茨城大学2年富田千裕さん・茨城大学３年髙橋由衣さん

◆ 67 号の表紙　 元気っ子幼稚園の運動会

快晴の下、幼児たちが元気に走る様子を撮影しました。（10 月 2 日）

　 ※休会中は議案調査等を行います。
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

会議の種類 傍聴 中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊ 議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な

受付（氏名・住所等の記入）が必要です。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の対応策として、３密

（密閉・密集・密接）を避けるために入場制限を

します。ご理解をお願いします。

＊ 委員会等の詳しい日程については、11 月 30 日に

開催する議会運営委員会で協議します。議会事務

局までお問い合わせください。

＊ 定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映

を行っています。本庁舎、小川総合支所、玉里総

合支所 1 階ロビーに設置されているTＶモニター

でご自由にご覧いただけます（受付は不要）。

　 12 月 1 日（木）　開会予定 

　  次の定例会は

・ 小美玉市の課題や現状を理解することができました。

また、議員さんたちが、市民の立場でより良い小美

玉市にするにはどうすれば良いのかを熟考し、こと

細かに政策を考えている姿がとても印象的でした。

 茨城大学 2年　富田千裕

・地域をよりよくするために様々な政策が考案・実

施されていることを知りました。そして、より小美

玉市という地域とその政治をより身近に感じること

ができました。 茨城大学 3年　髙橋由衣


